
退院支援に係る課題抽出事業について（H28 年度新規事業） 

 

1. 目的および概要 

各地区において病院を中心とした退院支援が円滑に行えるよう、病院と在宅サー

ビスとの連携上の課題を抽出する。課題抽出後、課題解決のための施策の策定・実

施および検証を通じて、退院から在宅療養への移行を円滑に行えるようにする。 

 

2. 本事業の実施対象病院 

各地区（練馬・石神井・光が丘・大泉）からそれぞれ一病院を本事業の実施対象

病院とする。 

 練馬地区 ：公益財団法人 東京都医療保健協会 練馬総合病院 

 石神井地区：学校法人 順天堂 順天堂大学医学部附属練馬病院 

 大泉地区 ：東京保健生活協同組合 大泉生協病院 

 光が丘病院：公益社団法人 地域医療振興協会 練馬光が丘病院 

 

3. 事業内容 

（1）4月～5月 事前調査とりまとめ 

上記 2 で挙げた各病院の基礎データ並びに各病院の退院調整に深くかかわる職

種に対し 3 月中に実施したインタビューと各病院との連携頻度が高い事業所への

アンケート結果をとりまとめ、現状を把握する。 

 

（2）6 月～7月 第 1回意見交換会 

事前調査のとりまとめ結果を提示し、各地区の退院支援の現状等を共有する。 

 

（3）10 月～11月 第 2回意見交換会 

各地区における退院連携を円滑に行うことを妨げている要因を明らかにする。 

 

（4）平成 29 年 4 月～5月 第 3回意見交換会（最終回） 

明らかになった課題をカテゴリー化して優先順位をつける。また、各課題に対

する解決施策案について意見交換する。 

 

（5）平成 29 年 6～7 月 報告書の作成 

3 回の意見交換会等で得られた課題と、それらをもとにして在宅療養専門部会等

で策定された施策について報告書をまとめる。 

 

 

資料４   



4. スケジュール 

年間推進スケジュール（予定）は下記となる。 

 

 

 


